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令和６年 11 月 25 日 

武蔵野市立井之頭小学校 

か わ せ み 教 室 

かわせみ教室では、コミュニケーションの土台でもある「言葉で伝える力」

を高めるために、様々な「言葉に親しむ活動」を取り入れ、指導を行っていま
す。今回は、日々の取組の中から、ご家庭でも楽しむことができる「言葉遊

び」を紹介します。 

かわせみ教室通信 

【しりとり】 
「しりとり」は、楽しみながら言葉を覚えるのにピッタリの言葉遊びです。か

わせみ教室でも個別学習や小集団学習で取り組むことがあります。 

文字数（例：３文字まで）やテーマ（例：赤いもの）に制限を加えると、より難
易度も上がり、高学年のお子さんでも楽しむことができます。 

低学年のお子さんには、「しりとり」の前に、『しりとりのだいすきなおうさま』

（中村 翔子/作 はた こうしろう/絵（すずき出版））など、絵本の読み聞かせ
を行うと、活動への意欲が高まり、「しりとり」をより楽しむことができるように

なると思います。 

【ワードゲーム】 
かわせみ教室では、「ワードゲーム」を学習の中に取り入れ、指導をしてい
ます。 

「ワードゲーム」には、次のようなよさがあります。 

・楽しみながら、言葉に親しむことができる。 
・語彙力や想像力などの言語力を高めることができる。 

・相互のコミュニケーションや関わりを深めることができる。 

例えば、語彙力や想像力を高めるために、「ボブジテン」というゲームを行
っています。カタカナを使わずに、カタカナの言葉を説明するゲームです。簡単

なルールで、いつでもどこでも遊ぶことができます。 

また、語彙力や想像力とともに、質問する力や相手に分かりやすく伝える力
を高めたいときには、「ボブジテン」よりも難易度が上がる「みんなでアテタン

ゴ」というゲームを行うこともあります。 

ご家庭でも、お子さんと一緒にいろいろな「ワードゲーム」を楽しんでみては
いかがでしょうか。 


